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総合理学研究所長 杉谷嘉則

総 合 理学研究 所 の 「年報96」 が 刊 行 の運 び とな りま した 。 昨 年以 来

の大 学 全体 に関わ る諸 重要 問題 のため 、予算 申請 の段階か ら例年 よ り遅

れ気味 とな り、 しわ寄せで 年報 の刊 行 もとう とう夏休み直 前 にな って し

まいま した。 が 、 ともか くも刊行 に至 ったわ けで、所員一 同 これ を慶 び

た い と存 じます 。

さて 「年報96」 中 に は 、96年 度 分 につ い て の事 業 報 告 、 す な わ ち

共 同研 究 の成 果報 告、講i習会 な どの 広 報 活 動 、 そ の他 が記 載 され て いま

す 。

研 究所 の 目的 が、 「共 同研究 の推進 」 と 「広 報活動 」 にある ことは ご

承 知 の通 りで あ ります 。 ここで研 究所 が推進 す る共 同研 究 とは、学科 内

あ るいは学科間 にまたが る形で複数 の研究者 が グルー プを組 み、必要 に

よ って は学外 あ るいは海外 か らの研 究者 を も混 えて、よ り広 範の システ

ムで特 定 のテー マの研 究 を進 める もの であ ります 。従 って テーマ も個 々

の研究 者が扱 うよ うな もの よ り、や や広域 的 、境 界領域 的な ものにな り

ます。

現在 の ところ、共 同研究 推進 の大 きな柱 と して 、

(1)海 洋 資 源 活 用 、(2)環 境 保 全

の二 つ を掲 げ て い ます 。 これ らが研 究所 の 当面 のメイ ンテー マであ り、

なるべ くこれ に沿 ったか た ちで共 同研究 を進 め よ うとして います。

一方 、研 究所 の も う一 つ別 の 目的 と して 、広 報活動 が あ り、 これ は研

究所 が 学内 と学 外 の学術 交流 の接点 と して機能 しよ うとす る もので あ り

ます。 具体的 に は、講演 会 、講 習会 、 あるいは フ ォー ラム とい った各種

の行事 を開催 して 、学 内 にお いて は研 究者 間の知 的交 流、そ して対外 的

には大 学 と学外 との交流 をはか り、 さ らには大 学 か ら地 域 に向 けて知 的

サー ビスを行 う とい う役 割 です。 この場合 の地域 として は、平塚市 、神

奈川県 、そ して首都 圏な どを想定 して います 。 また対 象 とす る方 々は、

市や県 下 の住 民 、中 ・高 ・大 学の教員 、さ らに首都 圏 の民 間お よび公 共
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研 究機 関の研究 者 、等 々であ ります 。

これ まで に もいろい ろなテーマ で講 習会や セ ミナー を開催 して参 りま

したが、

(i)包 装 フ ォ ー ラ ム

(ii)機 器 分 析 講 習 会

(Hi)平 塚 シ ンポ ジ ウム(化 学 科 と共 催)

な どが 定 例 的 に開 か れ る よ う にな って い ます 。講師 は本学教員 や、全 国

の大学 ・研究機 関 の研 究者 な どです 。

これ らの活 動報告 が本年 報 にま とめ られ てい ます 。 ご覧いただ き、 ご

意見等 いただ けれ ば幸 いです。総 合理学研究 所 の発 展 のため に も、皆様

方 の積極 的な ご支援 、 ご協 力 をお願 い申 し上 げます 。
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